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古代、山中に海があった。
今、海岸線はテトラポッドで埋め立てられ、消失しつつある。――

異常に海岸線の長い、世界有数の国、日本。
その「海やまのあひだ」で、日本人はどのように生きてきたのか？
古代から現代までの海岸線の変化を追いながら、これからの「日本のあり方」も浮き彫りにする。

10年を超える構想期間と度重なる推敲を経てついに完成した、
ありそうで無かった視点で語る、瞠目の日本論。

●目次
　はじめに　海岸線は変わる
　第一章　　陸と海、神と人間が接する渚――古代から現代まで
　第二章　　山中に海があった――古代を中心に
　第三章　　海岸線に変化はなかったが――中世のころから
　第四章　　白砂青松の登場――江戸時代
　第五章　　『海国兵談』とナショナルな危機意識
　第六章　　「開国」と海岸線の大いなる変化
　第七章　　砂浜が消失する現代
　第八章　　海へのアイデンティティ
　終　 章　　海岸線を取り戻す――ナショナル・アイデンティティの再構築を求めて

著者：松本 健一

●著者紹介：松本健一（まつもと・けんいち）
　1946年群馬県生まれ。東京大学経済学部卒業。現在、麗澤大学教授。
　評論・評論・小説など多方面で活躍。著書に『白旗伝説』『北一輝論』（以上、
　講談社学術文庫）、『砂の文明・石の文明・泥の文明』（ＰＨＰ新書）など多数。

日本のアイデンティティは、
「海岸線」にあり。

「海やまのあひだ」はどのような変化をしてきたのか？
「日本人の生きるかたち」を根底から問い直す、瞠目の書
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＊書店様直接取引にて、ご注文部数のみお届けします。（取次ルートは返品不可）
＊お取引条件は、弊社HP　http://www.mishimasha.com　でご覧になれます。


